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平成23年度心理科学研究センター員の業績一覧
長田洋和	専修大学人間科学部教授・研究代表者	
Osada, H., de Amorim, C. A., Velosa, A.,Wan, P. W., Lotrakul, P., & Hara, H. (in press). 
Depression risks in mothers of children with developmental disabilities: a cross-
cultural comparison of Brazil, Colombia, Malaysia, and Thailand. International 
Journal of Social Psychiatry.
長田洋和. （印刷中）. 原仁，上野一彦，笹森洋樹，高橋あつ子編. 発達障害辞典. 合同出版. 
Osada, H., Okamura, Y., & Muramatsu, T. (2011). A review study of juvenile antisocial 
behaviors related to intellectual and developmental disabilities (including forensic 
and/or criminal issues). 専修大学人文科学年報, 41, 61-71.
長田洋和，正治幸恵. （2011）. 高機能自閉症および定型発達児の鑑別尺度としての遊びの質問
票 （Japanese version of Children’s Playfulness Scale: JCPS） の有用性に関する予備
的研究. 専修人間科学論集心理学篇, 1, 47-51. 
大久保街亜	専修大学人間科学部准教授・事務局長	
Laeng, B., Okubo, M., Saneyoshi, A., & Michimata, C. (2011). Processing spatial relations 
with different apertures of attention, Cognitive Science, 35,279-329.
Okubo, M. & Ishikawa, K. (2011). Automatic semantic association between emotional 
valence and brightness in the right hemisphere, Cognition and Emoition, 25, 1273-
1280.
大久保街亜 （2011）.   実験心理学をやってきた. 井上孝代・山崎晃・藤崎眞知代編　心理支援論，
pp.  294-295. 風間書房. 
大久保街亜（2011）. 反応時間分析における外れ値の処理，専修人間科学論集：心理学篇，1, 
81-90. 
Ishii, Y., Okubo, M., Nicholls, M. E. R., & Imai, H. (2011). Lateral biasesand reading 
direction: A dissociation between aesthetic preference and linebisection. Brain and 
Cognition, 5, 242-247.
Michimata, C., Saneyoshi, A., Okubo, M., & Laeng, B. (2011). Effects of the global and local 
attention on the processing of categorical and coordinate spatial relations, Brain 
and Cognition, 77, 292-297.
道又　爾・北崎充晃・大久保街亜・今井久登・山川恵子・黒沢学 （2011）.  認知心理学：知のアー
キテクチャを探る　新版. 有斐閣
大久保街亜・岡田謙介（2012）. 伝えるための心理統計：効果量・信頼区間・検定力. 勁草書房
大久保街亜（2011）. 左バイアス：右半球 vs. 読みの習慣. 日本心理学会第75回大会ワ クーショッ
プ099「文化比較で知りたいこと・わかること：認知心理学研究における比較文化アプロー
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チの役割」, 日本大学. 
大久保街亜（2011）. 映画とラジオと座席選択：脳から行動の左右差を探る. 日本心理学会第75
回大会ワ クーショップ113「メディア理解のための基礎心理学」, 日本大学. 
小林晃洋・大久保街亜 （2011）.  社会的プレッシャーがワーキングメモリに及ぼす影響の個人差, 
日本心理学会第75回大会, 日本大学. 　
石川健太・大久保街亜 （2011）.  社会不安傾向者の脅威刺激に対する選択的注意とその時間
特性, 日本心理学会第75回大会, 日本大学. 
澤幸祐	専修大学人間科学部准教授・研究推進責任者	
澤幸祐　（印刷中）. 古典的条件づけ. 心理学研究法, 誠信書房. 
澤幸祐・栗原彬・永石高敏・沼田恵太郎　（印刷中）. 学習と認知：随伴性判断を中心に. 心理学
研究法, 誠信書房. 
室田尚哉・宮田久嗣・澤幸祐　（2011）。ラットがレバ をー押し続ける行動にニコチンが及ぼす影響
と衝動性について, 専修人間科学論集心理学篇, 1, 71-79.
Sawa, K., Murota, N. & Miyata, H. (2011). The effect of nicotine on rats’ impulsive and 
timing behavior. The 52nd Annual Meeting of Psychonomic Society, Seattle.
Sawa, K. (2011). Associative basis of causal reasoning in animals and humans. Seventh 
Biennial Meeting of the Cognitive Development Society, Philadelpia.
室田尚哉・板坂典郎・宮田久嗣・北角和浩・澤幸祐・中山和彦 （2011） ドパミンアゴニストによる
衝動制御障害の神経学的機序に関する基礎的研究, 第21回日本臨床精神神経薬理学会
第41回日本神経精神薬理学会合同年会, 京王プラザホテル
室田尚哉・吉田拓真・板坂典郎・宮田久嗣・澤幸祐・中山和彦 （2011） ラットの衝動的行動にお
よぼすニコチンの効果, 平成23年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会, 愛知県
産業労働センター
Kurihara, A.& Sawa, K. (2011). The effect of stimulus salience on retrospective revaluation 
in taste aversion paradigm. The 18th International Conference on Comparative 
Cognition, Melbourne.
乾吉佑	専修大学人間科学部教授	
乾吉佑（2011）. 親子面接の支援計画と実践的アプローチ. 臨床心理学, 10,811-814. 
乾吉佑（2011）. 臨床心理士専門職の確立に努めた学会の歩み. 日本心理臨床学会30周年記念
誌　ｐ.26.日本心理臨床学会. 
乾吉佑, 古田雅明, 森本麻穂, 下平憲子, 加藤佑昌, 井上美鈴（2011）. ヒヤリハット体験から学ぶ
心理臨床―専門職大学院の大学院生の体験から―　専修大学人間科学論集心理学篇, 
1, 31-46. 
乾吉佑，田中健夫（2011）. 学会ワークショップ「実践と研究」第29回日本学生相談学会大会（立
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教大学）. 
乾吉佑（2011）. 思春期・青年期の病理と治療　東北精神分析セミナー　日本精神分析学会東
北地区（仙台市）
乾吉佑（2011）. 働く人と組織のための心の支援―メンタルヘルス・カウンセリングの実践から―. 
遠見書房
乾吉佑（2011）. 加藤・神庭・中谷・武田・鹿島・狩野・市川編集：現在精神医学事典. 弘文堂
乾吉佑（2011）. 学会シンポ　精神分析と箱庭. 日本箱庭療法学会第25回シンポジウム. 東京国際
フォーラム. 
下斗米淳	専修大学人間科学部教授	
Joel, S., MacDonald, G., & Shimotomai, A.  (2011).　Conflict pressures on romantic　　　　
relationship commitment for anxiously attached individuals.  Journal of Personality, 
79(1), 51-74.
小澤拓大・下斗米淳（2011）. 他者のための自己犠牲の効果とその規定因の検討　日本社会心理
学会第52回大会発表論文集, p.235. 
小澤拓大・瀧澤純・山下利之・下斗米淳（2011）. 他者の心の推測における固有情報使用の抑制
要因の検討　日本心理学会第75回大会発表論文集, p.93. 
風間文明・下斗米淳・飛田操・角尾美奈（2011）. 世間に対する自己機能（4） ：世間への適応反
応の検討　日本社会心理学会第52回大会発表論文集, p.140. 
山岡重行・清水裕・下斗米淳（2011）. 自己制御規範と世間イメージ　日本社会心理学会第52回
大会発表論文集, p.208. 
山岡重行・清水裕・下斗米淳（2011）. 自己制御規範顕現性の個人差と世間を意識する状況　
日本感情心理学会第19回大会・日本パ ソーナリティ心理学会第20回大会発表論文集, p.34
藤岡新治	専修大学人間科学部教授	
藤岡新治（2011）. 子どものこころ110番「不登校の理由は様 ！々」神奈川新聞
村松励	専修大学人間科学部教授	
村松励（2011）. 家庭裁判所における非行臨床の歴史を振り返って.  犯罪心理学研究50周年記念
特別号, 56-71. 
村松励（2011）. 少年非行, 触法行為.  小児内科. 43(5),900-903. 
村松励（2011）. 最近の非行少年. 月刊BAN.  7月号. 
村松励（2011）. 少年法. 日本心理臨床学会編「心理臨床学事典」, 丸善出版. 
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山上精次	専修大学人間科学部教授	
山上望・榎本玲子・山上精次 （2011）. 悪意と攻撃行動 -反応時間を手がかりとした実験的検
討の試み-   日本心理学会第75回大会発表論文集p.670. 
高田詩織・榎本玲子・山上精次 （2011）. 図式顔における怒り優位効果についての検討- 顔構
成パ ツーのカウント課題を用いて-  日本心理学会第75回大会発表論文集　p.709. 
吉田弘道	専修大学人間科学部教授	
吉田弘道（2011）. 地域の専門家とは. 一般社団法人日本保育学会・保育臨床相談システム検
討委員会編, 地域における保育臨床相談のあり方：協働的な保育支援をめざして. 86−
92, ミネルヴァ書房
吉田弘道（2011）. 子どもの心理療法−遊戯療法. 日本心理臨床学会編. 心理療法学辞典. 296−
297, 丸善出版
吉田弘道（2011）. 幼児性欲. 加藤　敏, 神庭重信, 中谷陽二, 武田雅俊, 鹿島晴雄, 狩野力八
郎, 市川宏伸編著. 現代精神医学事典. 1039−1349, 弘文堂
吉田弘道（2010）. 子育てと燃え尽き症候群. 子育て支援と心理臨床2巻, 106-109. 
吉田弘道（2011）. 子育て支援者の教育と研究−現状と課題. 子育て支援と心理臨床. 3巻, 56-61. 
吉田弘道（2011）. 親のメンタルヘルス：愛着形成への援助. 子育て支援と心理臨床. 3巻, 104-107. 
益邑千草, 中村敬, 吉田弘道, 三橋美和, 堤ちはる, 堀井節子, 齊藤幸子, 高野陽（2011）. 「乳
児家庭全戸訪問事業」の実施状況に関する全国調査の概要. 厚生労働科学研究費補
助金, 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業, 「乳児家庭全戸訪問事業（こんにち
は赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への支援体制に関する研究, 平
成22年度　総括・分担研究報告書, 19−208. 
吉田弘道（2011）. 家庭訪問時に確認する内容を中心に−親と子の心理面への援助の観点から−. 
厚生労働科学研究費補助金, 成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業, 「乳児家庭
全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への支
援体制に関する研究, 平成22年度　総括・分担研究報告書, 232−243. 
吉田弘道（2011）. 遊戯療法の基礎と実践. 第105回日本小児精神神経学会　第9回研修セミ
ナ ,ー 6, 18, 新潟
益邑千草, 中村敬, 吉田弘道, 三橋美和, 堤ちはる, 高野陽, 堀井節子, 齋藤幸子（2011）. 乳児
家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）における訪問拒否等対応困難事例への
支援体制に関する研究：全国調査の概要. 第58回日本小児保健協会学術大会, 9, 2 名
古屋
吉田弘道（2011）. 乳児期における感覚・運動遊びの重要性：共感的対人関係の形成のために. 
シンポジウム, 遊ぶことと育むこと～遊ぶことを忘れた大人と子どもの関係, 日本遊戯療法学
会第17回大会, 10, 23, 仙台
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石金浩史	専修大学人間科学部准教授	
石金浩史 （2011）. マルチニューロン記録と行動実験による小型脊椎動物における視覚系の研究. 
私大戦略的研究基盤形成支援事業「網膜回路」総研プロジェクトセミナー招待講演（立
命館大学BKC, 草津）
石金浩史・榎本ゆかり （2011）. 視運動反応における運動残効と神経活動. 視覚科学フォーラム
第15回研究会（大阪大学, 豊中）. 
Ishikane, H. (2011). The motion after-effect in the optomotor response of zebrafish. Vision 
Science Society 11th Annual Meeting (Naples, Florida, USA).
Harasawa, M. & Ishikane, H.(2011). Continuously moving RSVP task revealed neuronal 
activities related to position of spatial attention: an fNIRS study. Vision Science 
Society 11th Annual Meeting (Naples, Florida, USA).
岡村陽子	専修大学人間科学部准教授	
岡村陽子 （2011）. ボスニア・ヘルツェゴヴィナ紛争がメンタルヘルスに与えた影響. 専修大学人文
科学研究所月報，252，5-18. 
岡村陽子 （2011）. 高次脳機能障害者のSSTにおけるビデオ視聴効果―効果の検証方法に関す
る予備的検討―. 専修人間科学論集，1，53-60. 
荏原実千代, 岡村陽子, 大塚恵美子, 赤石正美（2010）. 外傷性脳損傷児の遂行機能障害評価の
試み　BRIEF日本版の活用. 日本高次脳機能障害学会第34回学術総会
岡村陽子 （2011）. こころと脳の臨床研究会　第2回：知能検査（WAIS-Ⅲ），第4回：記憶検査
（WMS-R），第6回：記憶検査（リバ ミーー ド他）　担当講師
岡村陽子（2011）. 高次脳機能障害者の社会的行動障害. 茨城県高次脳機能障害者支援従事者
研修会　講演
高田夏子	専修大学人間科学部准教授	
高田夏子（2011）. 『被援助志向性を育てるもの』　児童心理2011年11月号　特集　SOSを出せな
い子
中沢仁	専修大学人間科学部准教授	
Takai, Nakazawa, Kato, Kamatani, & KItazaki. (2011).  Neural decoding of 5 leaning 
directions in motor imagery from event-related potentials. 17th Annual Meeting of 
the Organization for Human Brain Mapping.
岡田謙介	専修大学人間科学部講師	
Kato, J. & Okada, K. (2011). Simplification and shift in cognition of political difference: 
Applying the geometric modeling to the analysis of semantic similarity judgment. 
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PLoS One, 6, e20693.
岡田謙介 （2011）. クロンバックのαに代わる信頼性の推定法について. 日本テスト学会誌, 7, 37-50. 
Okada, K. &Mayekawa, S. (2011) . Bayesian nonmetric successive categories 
multidimensional scaling. Behaviormetrika, 38, 17-31.
岡田謙介 （2011）. クロンバックのα係数とは何だったのか：信頼性係数のレビュ とー実デ ター分析. 
専修人間科学論集心理学篇, 1, 91-98. 
岡田謙介・繁桝算男 （2011）. 小標本における選抜効果を補正する相関係数の推定について. 独
立行政法人大学入試センター 入学者選抜研究機構報告書, 4, 67-84.
岡田謙介 （2011）. ベイズ推定による非対称MDS. 日本行動計量学会第39回大会（岡山理科大学）
岡田謙介 （2011）. 因子数が明らかでない場合の信頼性のベイズ推定. 日本テスト学会第9回大会
（岡山大学）
岡田謙介 （2011）.  因子分析モデルのaveragingによる信頼性推定. 2011年度統計関連学会連合
大会（九州大学）
岡田謙介 （2011）. 発達・老化の縦断デ ター解析のための混合軌跡モデリング. 於日本心理学会ワー
クショップ発達・老化のダイナミックスと個人差を捉える新しい縦断デ ター分析法 ―潜在クラ
ス軌跡分析を中心に―. 日本心理学会第75回大会（日本大学）. 
Okada, K. (2011). A Bayesian approach to asymmetric multidimensional scaling. 58th World 
Statistics Congress of the International Statistical Institute (Dublin, Ireland).
岡田謙介 （2011）.  小標本における分散分析の各種効果量について. 日本教育心理学会第53回
総会（北海道札幌市）. 
Okada, K. (2011). An empirical comparison of methods for estimating reliability. The 76th 
annual and the 17th International Meeting of the Psychometric Society. (Hong 
Kong)
岡田謙介 （2011）. 信頼性係数の比較と評価. 日本計算機統計学会第25回大会（北海道函館
市）　
長谷川寿一	東京大学総合文化研究科教授
Akechi, H., Senju, A., Kikuchi, Y., Tojo, Y., Osanai, H., Hasegawa, T. Do children with 
ASD use referential gaze to learn the name of an object? An eye-tracking study. 
Research in Autism Spectrum Disorders, 5, 1230-1242. 2011. 
Hirata, S., Matsuda, G., Ueno, A., Fuwa, K., Sugama, K., Kusunoki, K., Fukushima, H., 
Hiraki, K., Tomonaga, M., Hasegawa, T. Event-related potentials in response 
to subjects' own names: A comparison between humans and a chimpanzee. 
Communicative & Integrative Biology, 4, 321-323.2011.
Ikeda, K., Hasegawa, T. Task confusion after switching revealed by reductions of error-
related ERP components. Psychophysiology. DOI:10.1111/j. 1469-8986. 01295.x.　2011. 
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Kikuchi, Y. , Senju, A. , Akechi, H. , Tojo, Y. , Osanai, H. , Hasegawa, T. Atypical 
disengagement from faces and its modulation by the control of eye fixation in 
children with autism spectrum disorder. Journal of Autism and Developmental 
Disorders. 41, 629-645.2011. 
Lee, S., Hasegawa, T. Bayesian phylogenetic analysis supports an agricultural origin of 
Japonic languages. Proceedings of the Royal Society B. DOI: 10. 1098/rspb.0518.2011.
 Senju, A., Kikuchi, Y., Akechi, H., Tojo, Y., Osanai, H., Hasegawa, T. Atypical modulation 
of face-elicited saccades in autism spectrum disorder in a double-step saccade 
paradigm. Research in Autisum Spectrum Disorders, 5, 1264-1269.2011.
Hasegawa, A., Soma, M., Hasegawa, T. Male traits and female choice in Java Sparrows: 
preference for large body size. Ornithological Science, 10: 73–80.2011. 
Konno, A. , Inoue-Murayama, M., Hasegawa, T.   Androgen receptor gene polymorphisms 
are associated with aggression in Japanese Akita Inu. Biology Letters. DOI:10. 1098/
rsbl.0087.2011.
長谷川 寿一. 行動生物学のカッティングエッジ. 学術の動向　16 (4), 57.2011．
長谷川 寿一. 人間行動進化学の動向. 学術の動向　16(4) ,81-82.2011.
長谷川 寿一. 60年をよむ ｢心理学｣ . 「心理学の六○年, 出版界の六○年」　ＵＰ1月号　
                    459, 2-7．東京大学出版会2011. 
